
（別紙３）

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 25名 （回答者数） 20名

～ 2025年　11月　30日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・同施設内の高齢者施設や就労支援施設、また放デイ地域の

会などと意見交換の機会を持ち、情報収集を行います。

・長期休みを利用して地域のイベントへの参加を検討してい

きます。

2

怪我のないように見守っています。

3

○事業所名 芦屋アフター・スクール

○保護者評価実施期間
2025年　11月　4日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会を設けることができていません。

・地域で行われているイベントなどの情報収集ができていま

せん。

・土・日・祝は閉所日のため放課後児童クラブや児童館との交

流や、地域の他のこどもと活動する場を設定することが難しい

状況です。

指導室の一部に段差があります。

芦屋アフタースクールは総合福祉施設の高浜町ライフサポート

ステーション内にあります。全世代交流型の施設であるため、

世代を超えた交流を図りやすいと考えています。

・シルバー人材センターやボランティアなど職員以外の方々と

交流を持つ事により、児童にとって、より開放的な空間を目指

しています。

・人口芝を敷き詰めた屋上を自由に使う事ができるので、安

心、安全に外遊びができます。

・専用の駐車場があるので、安全に乗降車ができます。

・防犯対策としてセキュリティドア、見守り用室内カメラを設

置しています。

・学校への送迎は１回１校のみを原則として、児童を乗せた

まま他校に送迎に向かわないよう配慮しています。

・学校への送迎の際は、路上駐車を避けるために学校近隣の有

料パーキングを利用し、安全面に十分配慮しています。

・多機能型施設のため児発センターから放デイへの移行がス

ムーズに行えます。

・長期休み中に利用児の兄弟、保護者を招いて兄弟イベントを

開催しています。

・保護者会を定期的に開催しています。

・日ごろから児発センターとの交流を深め、放デイへの移行時

の不安感が軽減するように努めています。

・兄弟イベントでは利用児との交流が生まれるように協力して

行うゲームなどを提供しました。

・保護者交流の場所作りを行い、日頃不安に感じている事や

子供の成長を語り合う場としています。またテーマを明確にし

事業所における自己評価総括表公表


